
数学Ⅰ・数学Ａ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― １９ ― （２１０４―１９）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 xを実数とし

A＝ x（x＋�）（x＋�）（�－ x）（�－ x）（�－ x）

とおく。整数 nに対して

（x＋ n）（n＋�－ x）＝ x（�－ x）＋ n２＋ ア n

であり，したがって，X＝ x（�－ x）とおくと

A＝ X��X＋ イ 	


�
�X＋ ウエ 	




と表せる。

x＝
５＋�１７
� のとき，X＝ オ であり，A＝２

カ
である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は２２ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（１９ページ参照。）数学Ⅰ・数学Ａ

― ２０ ― （２１０４―２０）



〔�〕

 全体集合 Uを U＝｛x�xは２０以下の自然数｝とし，次の部分集合

A，B，Cを考える。

A＝｛x�x∈ Uかつ xは２０の約数｝

B＝｛x�x∈ Uかつ xは�の倍数｝

C＝｛x�x∈ Uかつ xは偶数｝

集合 Aの補集合を Aと表し，空集合を〇／と表す。

次の キ に当てはまるものを，下の�～�のうちから一つ選べ。

集合の関係

 A⊂ C

 A∩ B＝〇／

の正誤の組合せとして正しいものは キ である。

� � � �

 正 正 誤 誤

 正 誤 正 誤

（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２２ ― （２１０４―２２）



次の ク に当てはまるものを，下の�～�のうちから一つ選べ。

集合の関係

 （A∪ C）∩ B＝｛�，１２，１８｝

 （A∩ C）∪ B＝ A∩（B∪ C）

の正誤の組合せとして正しいものは ク である。

� � � �

 正 正 誤 誤

 正 誤 正 誤

 実数 xに関する次の条件 p，q，r，sを考える。

p：�x－��＞�， q： x＜�， r： x＞	， s：�x２ ＞	

次の ケ ， コ に当てはまるものを，下の�～�のうちからそ

れぞれ一つ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

qまたは rであることは，pであるための ケ 。また，sは rであ

るための コ 。

� 必要条件であるが，十分条件ではない

� 十分条件であるが，必要条件ではない

� 必要十分条件である

� 必要条件でも十分条件でもない
（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２３ ― （２１０４―２３）



〔�〕 aを正の実数とし

f（x）＝ ax２－�（a＋�）x－�a＋２１

とする。�次関数 y＝ f（x）のグラフの頂点の x座標を pとおくと

p＝ サ ＋
シ

a

である。

�≦ x≦�における関数 y＝ f（x）の最小値が f（�）となるような aの値の

範囲は

�＜ a≦ ス

である。

また，�≦ x≦�における関数 y＝ f（x）の最小値が f（p）となるような a

の値の範囲は

セ ≦ a

である。

したがって，�≦ x≦�における関数 y＝ f（x）の最小値が�であるのは

a＝
ソ

タ
または a＝

チ ＋�ツテ

ト

のときである。

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２４ ― （２１０４―２４）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 四角形 ABCDにおいて，�辺の長さをそれぞれ AB＝�，BC＝�，

CD＝�，対角線 ACの長さを AC＝�とする。このとき

cos∠ABC＝
ア

イ
， sin∠ABC＝

ウ � エ

オ

である。
（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２６ ― （２１０４―２６）



ここで，四角形 ABCDは台形であるとする。

次の カ には下の�～�から， キ には�・�から当てはまるも

のを一つずつ選べ。

CD カ AB・sin∠ABCであるから キ である。

� ＜ � ＝ � ＞

� 辺 ADと辺 BCが平行 � 辺 ABと辺 CDが平行

したがって

BD＝ ク �ケコ

である。
（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２７ ― （２１０４―２７）



〔�〕 ある陸上競技大会に出場した選手の身長（単位は cm）と体重（単位は kg）の

データが得られた。男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子長距離の四

つのグループに分けると，それぞれのグループの選手数は，男子短距離が

３２８人，男子長距離が２７１人，女子短距離が３１９人，女子長距離が２６３人で

ある。

 次ページの図�および図�は，男子短距離，男子長距離，女子短距離，

女子長距離の四つのグループにおける，身長のヒストグラムおよび箱ひげ

図である。

次の サ ， シ に当てはまるものを，下の�～�のうちから一

つずつ選べ。ただし，解答の順序は問わない。

図�および図�から読み取れる内容として正しいものは， サ ，

シ である。

� 四つのグループのうちで範囲が最も大きいのは，女子短距離グループ

である。

� 四つのグループのすべてにおいて，四分位範囲は１２未満である。

� 男子長距離グループのヒストグラムでは，度数最大の階級に中央値が

入っている。

� 女子長距離グループのヒストグラムでは，度数最大の階級に第�四分

位数が入っている。

	 すべての選手の中で最も身長の高い選手は，男子長距離グループの中

にいる。


 すべての選手の中で最も身長の低い選手は，女子長距離グループの中

にいる。

� 男子短距離グループの中央値と男子長距離グループの第�四分位数

は，ともに１８０以上１８２未満である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２８ ― （２１０４―２８）
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（出典：図�，図�はガーディアン社のWebページにより作成）

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ２９ ― （２１０４―２９）



 身長を H，体重をWとし，Xを X＝��
H
１００
�
�
２

で，Zを Z＝
W
X
で定義

する。次ページの図�は，男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子長

距離の四つのグループにおける XとWのデータの散布図である。ただ

し，原点を通り，傾きが１５，２０，２５，３０である四つの直線 l１，l２，l３，l４

も補助的に描いている。また，次ページの図�の，，，で示す Z

の四つの箱ひげ図は，男子短距離，男子長距離，女子短距離，女子長距離

の四つのグループのいずれかの箱ひげ図に対応している。

次の ス ， セ に当てはまるものを，下の�～	のうちから一

つずつ選べ。ただし，解答の順序は問わない。

図�および図�から読み取れる内容として正しいものは， ス ，

セ である。

� 四つのグループのすべてにおいて，XとWには負の相関がある。


 四つのグループのうちで Zの中央値が一番大きいのは，男子長距離

グループである。

� 四つのグループのうちで Zの範囲が最小なのは，男子長距離グルー

プである。

� 四つのグループのうちで Zの四分位範囲が最小なのは，男子短距離

グループである。

 女子長距離グループのすべての Zの値は２５より小さい。

	 男子長距離グループの Zの箱ひげ図はである。

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３０ ― （２１０４―３０）
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（出典：図�，図�はガーディアン社のWebページにより作成）

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３１ ― （２１０４―３１）



 nを自然数とする。実数値のデータ x１，x２，…，xnおよび w１，

w２，…，wnに対して，それぞれの平均値を

x＝
x１＋ x２＋…＋ xn

n
， w＝

w１＋ w２＋…＋ wn
n

とおく。等式（x１＋ x２＋…＋ xn）w＝ nxwなどに注意すると，偏差の積

の和は

（x１－ x）（w１－ w）＋（x２－ x）（w２－ w）＋…＋（xn－ x）（wn－ w）

＝ x１w１＋ x２w２＋…＋ xnwn－ ソ

となることがわかる。 ソ に当てはまるものを，次の�～�のうちか

ら一つ選べ。

� xw � （xw）２ � nxw � n２xw

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３２ ― （２１０４―３２）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

一般に，事象 Aの確率を P（A）で表す。また，事象 Aの余事象を Aと表し，

二つの事象 A，Bの積事象を A∩ Bと表す。

大小�個のさいころを同時に投げる試行において

Aを「大きいさいころについて，�の目が出る」という事象

Bを「�個のさいころの出た目の和が�である」という事象

Cを「�個のさいころの出た目の和が�である」という事象

とする。

 事象 A，B，Cの確率は，それぞれ

P（A）＝
ア

イ
， P（B）＝

ウ

エ
， P（C）＝

オ

カ

である。

 事象 Cが起こったときの事象 Aが起こる条件付き確率は
キ

ク
であり，

事象 Aが起こったときの事象 Cが起こる条件付き確率は
ケ

コ
である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ

― ３４ ― （２１０４―３４）



 次の サ ， シ に当てはまるものを，下の�～�のうちからそれぞ

れ一つ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

P（A∩ B） サ P（A）P（B）

P（A∩ C） シ P（A）P（C）

� ＜ � ＝ � ＞

 大小�個のさいころを同時に投げる試行を�回繰り返す。�回目に事象

A∩ Bが起こり，�回目に事象 A∩ Cが起こる確率は
ス

セソタ
である。三

つの事象 A，B，Cがいずれもちょうど�回ずつ起こる確率は
チ

ツテ
であ

る。

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３５ ― （２１０４―３５）



第４問 （選択問題）（配点 ２０）

 １４４を素因数分解すると

１４４＝２
ア
× イ

ウ

であり，１４４の正の約数の個数は エオ 個である。

 不定方程式

１４４x－�y＝�

の整数解 x，yの中で，xの絶対値が最小になるのは

x＝ カ ， y＝ キク

であり，すべての整数解は，kを整数として

x＝ ケ k＋ カ ， y＝ コサシ k＋ キク

と表される。
（数学Ⅰ・数学Ａ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ

― ３６ ― （２１０４―３６）



 １４４の倍数で，�で割ったら余りが�となる自然数のうち，正の約数の個数

が１８個である最小のものは１４４× ス であり，正の約数の個数が３０個で

ある最小のものは１４４× セソ である。

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３７ ― （２１０４―３７）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

�ABCにおいて AB＝�，AC＝�，∠A＝９０°とする。

∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとすると，BD＝
ア � イ

ウ

である。

点 Aを通り点 Dで辺 BCに接する円と辺 ABとの交点で Aと異なるものを E

とすると，AB・BE＝
エオ

カ
であるから，BE＝

キク

ケ
である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ

― ３８ ― （２１０４―３８）



次の コ には下の�～�から， サ には�・�から当てはまるものを

一つずつ選べ。

BE
BD

コ
AB
BC
であるから，直線 ACと直線 DEの交点は辺 ACの端点

サ の側の延長上にある。

� ＜ � ＝ � ＞ � A � C

その交点を Fとすると，
CF
AF
＝

シ

ス
であるから，CF＝

セ

ソ
であ

る。したがって，BFの長さが求まり，
CF
AC
＝
BF
AB
であることがわかる。

次の タ には下の�～�から当てはまるものを一つ選べ。

点 Dは�ABFの タ 。

� 外心である � 内心である � 重心である

� 外心，内心，重心のいずれでもない

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３９ ― （２１０４―３９）
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